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議会だより

令和5年度一般会計決算を不認定特集

大山崎町議会の議長及び副議長、各委員会などの構成がかわりました。（詳細は4ページ・5ページに掲載）

子ども達の居場所が増えました
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次
の
ペ
ー
ジ
は

議
会
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

決
算
を

決
算
を
不
認
定

不
認
定

特 集

令和５年度　

決
算
と
は
、一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の
結
果
の
実
績
を
表
示

す
る
た
め
調
製
さ
れ
る
計
算
表
で
あ
り
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
の

認
定
に
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

議
会
に
よ
る
決
算
審
査
の
意
義
は
、
単
に
決
算
の
計
数
の
確
認
に
あ
る
だ

け
で
は
な
く
、
決
算
の
審
査
を
通
じ
て
予
算
執
行
結
果
へ
の
評
価
と
反
省
を
行

い
、
そ
の
後
の
施
策
や
事
業
の
改
善
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
執
行
機
関

に
対
す
る
監
視
機
能
を
果
た
し
、
予
算
決
算
過
程
の
透
明
性
確
保
の
一
端
を
担

い
、
議
会
を
通
じ
て
も
住
民
へ
の
公
表
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
６
年
９
月
議
会
で
は
、
一
般
会
計
ほ
か
各
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

に
係
る
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
町
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
４
日
間
、
計
約
20
時

間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
一
般
会
計
を
除
く
各
会
計
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
認
定
し
、

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
不
認
定
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

＊
各
議
員
の
賛
否
の
詳
細
は
、　

７
ペ
ー
ジ
と
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
一
般
会
計
決
算
不
認
定
の
主
な
理
由

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
ラ
グ
ナ
州
フ
ァ
ミ
ー
市
長
等
の
来
町

に
あ
た
り
、２
件
の
手
土
産
代
の
支
出
が
あ
り
、当
該
支
出
に

お
い
て
、
前
川
町
長
個
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
立

替
払
い
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町

の
監
査
委
員
か
ら
も
不
適
切
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
公
金
の
支
出
に
つ
い
て
は
、地
方
自
治
法
に
お
い
て
、そ
の

方
法
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
立
替
払
い
に
つ
い
て
は
災

害
時
の
事
実
上
の
対
応
を
除
き
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
予
算
が
な
く
て
も
、
ま
た
、
予
算
配
当
が
あ
っ
て
も

そ
れ
を
超
え
て
支
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
予
算
執
行

の
秩
序
を
乱
す
こ
と
か
ら
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い

も
の
で
す
。

　

今
回
の
前
川
町
長
の
個
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
立
替
払
い
は
、町
政
の
最
高
責
任
者
で
あ
り
な
が
ら
、法

令
の
定
め
を
無
視
し
た
行
為
で
あ
り
、
猛
省
を
促
す
と
と
も

に
法
令
順
守
を
強
く
求
め
る
た
め
不
認
定
と
し
た
も
の
で
す

（
決
算
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
一
部
分
を
認
定
し
又
は
認
定
し

な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　
な
お
、
町
議
会
は
、
フ
ァ
ミ
ー
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
そ

も
そ
も
議
会
へ
の
説
明
が
不
十
分
と
し
て
、
一
旦
立
ち
止
ま

り
説
明
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
求
め
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
関
連
経
費
を
修
正
削
除
し
て
い
た
も
の
で
す
。

〇一般会計決算収支の状況

（単位：千円）
区　　分 令和５年度 （参考）令和４年度

歳入総額 8,107,171 7,622,148
歳出総額 7,920,934 7,374,895
歳入歳出差引 186,237 247,253
翌年度へ繰り越すべき財源 24,505 23,657
実質収支 161,732 223,596
単年度収支 ▲61,864 97,542
積立金（財政調整基金） 432,817 359,552
積立金取崩し額（財政調整基金） 211,578 69,177
実質単年度収支 159,375 387,917
積立金現在高（財政調整基金） 1,133,450 912,211
地方債現在高 6,887,199 6,837,606

〇歳出：目的別経費の状況

（単位：千円）
区　　分 令和５年度 構成比（％）（参考）令和４年度

議会費 99,843 1.3 94,762
総務費 1,512,570 19.1 1,241,207
民生費 2,890,612 36.5 2,716,723
衛生費 549,313 6.9 589,487
労働費 1,758 0 1,818
農林水産業費 22,212 0.3 23,383
商工費 27,617 0.3 25,318
土木費 642,410 8.1 640,884
消防費 363,354 4.6 353,510
教育費 1,172,320 14.8 1,125,977
災害復旧費 0 − 0
公債費 638,925 8.1 561,826
歳出合計 7,920,934 100 7,374,895

〇歳出：性質別経費の状況

（単位：千円）
区　　分 令和５年度 構成比（％）（参考）令和４年度

人件費 1,534,875 19.4 1,517,541
扶助費 1,608,363 20.3 1,495,842
公債費 638,843 8.1 561,826
小計（義務的経費） 3,782,081 47.8 3,575,209
物件費 870,455 11 929,446
維持補修費 69,322 0.9 61,853
補助費等 955,921 12.1 787,588
積立金 689,103 8.7 459,314
投資及び出資金・貸付金 22,366 0.3 0
繰出金 634,976 8 768,735
普通建設事業費 896,710 11.3 792,750
災害復旧費 0 − 0
歳出合計 7,920,934 100 7,374,895

決
算
の
詳
細
は
、こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広
報
お
お
や
ま
ざ
き　

令
和
６
年
11
月
号

　令和５年度決算は、町税収入
や地方交付税などが増えたこ
とで、実質単年度収支は、７年
連続の黒字となりました。
　しかし、公共施設や老朽化し
たインフラの整備が控えてい
るため、長期的に見ると財源に
余裕はないと判断されます。

・�令和５年度は、庁舎のLED化
や空調整備が行われました。
・�小学校の給食室の建設・改
修・増築により、ドライ方式
の給食室になりました。
・�国の物価高騰対策予算によ
り、上下水道基本料金の１期
分免除や住民税非課税世帯
に対する臨時特別給付金の
給付が実施されました。
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９
月
議
会
あ
ら
ま
し

常
任
委
員
会

６人

総
務
産
業
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

６人

建
設
上
下
水
道
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
北
村
　
吉
史

副
委
員
長
　
朝
子
　
直
美

委
員
　
　
　
議
長
と
監
査
委
員
以
外
の
全
議
員

委
員
長
　
　
朝
子
　
直
美

副
委
員
長
　
西
田
　
光
宏

委
員
　
　
　
堀
内
　
古
比
呂

委
員
　
　
　
小
畑
　
孝
信

委
員
　
　
　
島
　
一
嘉

委
員
　
　
　
井
上
　
博
明

10人

６人

委
員
長
　
　
小
畑
　
孝
信

委
員
　
　
　
波
多
野
　
庇
砂

委
員
長
　
　
徳
本
　
修
司

委
員
　
　
　
朝
子
　
直
美

委
員
　
　
　
山
中
　
一
成

委
員
　
　
　
島
　
一
嘉

副
委
員
長
　
辻
　
真
理
子

委
員
　
　
　
西
田
　
光
宏

委
員
　
　
　
井
上
　
博
明

副
委
員
長
　
井
上
　
治
夫

委
員
　
　
　
堀
内
　
古
比
呂

委
員
　
　
　
北
村
　
吉
史

ご 挨 拶

　このたび、第29代大山崎町議会議長に�
就任いたしました、井上博明です。
　二元代表制のもと、町長をはじめとする
各執行機関と議論を重ね、大山崎町のさら
なる発展、住民福祉の向上に向けて、誠心
誠意職務を全うして参ります。よろしくお
願いいたします。

議長　井上　博明

　このたび、副議長に選出されました、　�
島一嘉です。
　副議長として井上議長をしっかり補佐す
るとともに、10年後・20年後の町の姿を見
据えた議論を深めて参ります。よろしくお
願いいたします。

副議長　島　一嘉

議会構成が新しくなりました
　令和６年11月１日の臨時会において、新しい議長及び副議長、議会選出の監査委員や
各委員会の委員などを決定しました。

山
中
　
一
成

一
部
事
務
組
合
議
会
な
ど
の
議
員

○
乙
訓
環
境
衛
生
組
合

　
　
小
畑
　
孝
信

　
　
井
上
　
治
夫

　
　
波
多
野
　
庇
砂

○
乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合

　
　
辻
　
真
理
子

　
　
西
田
　
光
宏

　
　
北
村
　
吉
史

○
乙
訓
消
防
組
合

　
　
堀
内
　
古
比
呂

　
　
徳
本
　
修
司

○
京
都
地
方
税
機
構
議
会

　
　
井
上
　
博
明

○
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
島
　
一
嘉

大
山
崎
町
監
査
委
員

広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
波
多
野
　
庇
砂

副
委
員
長
　
北
村
　
吉
史

委
員
　
　
　
朝
子
　
直
美

委
員
　
　
　
小
畑
　
孝
信

委
員
　
　
　
徳
本
　
修
司

委
員
　
　
　
島
　
一
嘉

委
員
　
　
　
井
上
　
博
明

７人

議
会
改
革
特
別
委
員
会

複
合
施
設
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
辻
　
真
理
子

副
委
員
長
　
徳
本
　
修
司

委
員
　
　
　
全
議
員

委
員
長
　
　
西
田
　
光
宏

副
委
員
長
　
小
畑
　
孝
信

委
員
　
　
　
議
長
以
外
の
全
議
員

12人11人
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か
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ま
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づ
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り

議
会
構
成
が
新
し
く
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り
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し
た

９
月
議
会
あ
ら
ま
し

【
特
集
】令
和
５
年
度
決
算
を
不
認
定

９
月
議
会
で
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　９月２日から９月25日までの24日間にわたり、町長から提出された19件
の議案を審議しました。
　また、１件の陳情（継続審査）を審議しました。

９月議会あらまし
（令和６年第３回定例会）

季刊議会

○修正議決した部分を除く原案（町長からの提案）は　　賛成多数により可決

○付帯決議案は　　賛成多数により原案のとおり可決

９月議会で審議した陳情

本町議会から国の機関へ意見書を提出

「議会と町民の懇談会」の早期実施を求める陳情書
（令和６年第２回定例会からの継続審査）不採択不採択

 
陳情

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

議決結果は
こちらから

会議録は
こちらから

令和６年度一般会計補正予算

令和６年度一般会計補正予算に対する付帯決議

反
　
対

賛
　
成

5  対  6

よろしくお願いします

　大山崎町教育委員会委員

　　榎
えのもと
本　和

かずひこ
彦　さん

おめでとうございます

　大山崎町自治功労者表彰

　　小
こ
山
やま
　義
よしのぶ
信　さん

この街に
のこ人 任命と表彰に同意しました。

賛
　
成

賛
　
成

反
　
対

反
　
対

7  対  4

2  対  9

＊不認定の理由は、
「 特 集 」（2ペー ジ、 
3ページ）をご覧く
ださい。

○　　賛成少数により不認定

○　　賛成多数により認定

○修正案は　　賛成多数により可決

○修正案を提出した議員（５人）
　井上博明　西田光宏　徳本修司
　小畑孝信　島　一嘉

 修正案の内容
町道の交通安全施設整備工
事費用（1,300万円）を削除。

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

（提出した議員）島　一嘉
（賛成者となった議員）井上博明　西田光宏　小畑孝信　徳本修司

付帯決議の内容はこちらから

○ケア労働者の持続的な賃上げと人員確保の保障を求める意見書 意見書の内容はこちらから

令和 5 年度一般会計決算認定

令和 5 年度下植野区財産管理特別会計決算認定

町ホームページから視聴
（こちらから→）

令和６年第３回定例会（９月議会）から、YouTube による動画（録画）配信を開始しました。

本会議の動画（録画）配信を行っています

＊配信している映像及び音声は、
　大山崎町議会の正式記録ではありませんのでご留意ください。
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９
月
議
会
あ
ら
ま
し

次
の
ペ
ー
ジ
は

【
特
集
】こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

議
会
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
も

９
月
議
会
で
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
特
集
】令
和
５
年
度
決
算
を
不
認
定

他の質問：複合施設の設計見直し
　
　
６
月
議
会
で
住
民
要
望
の
道
路
整
備

計
画
一
覧
表
を
求
め
た
。
住
民
が
求
め
た

道
路
整
備
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
い

つ
ま
で
待
つ
の
か
、
住
民
の
声
が
届
い
て

い
る
か
の
確
認
、更
な
る
声
を
求
め
る
。そ

の
進
捗
状
況
と
優
先
順
位
は
。

　
　
大
山
崎
町
防
災
子
ど
も
安
全
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
大
山
崎
町
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
整
備
と
緊
急
的
な

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
生
活
道
路
の
修
繕

順
位
は
付
け
に
く
い
。
さ
ら
に
用
地
買
収

は
財
政
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
進
め
、
議

員
・
住
民
に
早
く
開
示
し
ま
す
。

　
　
整
備
順
位
は
道
路
交
通
法
の
適
用
を

受
け
る
道
路
と
し
て
実
際
の
利
用
状
況
把

握
、
実
態
調
査
は
行
い
ま
す
か
。

　
　
実
態
調
査
に
基
づ
き
道
路
整
備
を
行

い
ま
す
。

　
　
住
民
要
望
の
整
備
と
未
対
応
さ
ら
に

用
地
買
収
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
あ
り
ま
す

か
。

　
　
住
民
要
望
は
40
件
内
未
対
応
は
15
件
、

内
土
地
買
収
は
３
件
で
す
。
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住民要望の道路整備計画一覧表は 町：整備内容を精査して議員・住民に開示

大山崎町ラインから要望できます。

他の質問：冷たい地下水を活用し府営水量見直しを
　
　

令
和
５
年
度
決
算
は
、
令
和
３
年

度
・
令
和
４
年
度
に
続
い
て
財
政
が
好
調

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

　
　
令
和
５
年
度
は
、
歳
入
総
額
81
億
７

千
万
円
、
歳
出
総
額
が
79
億
２
千
万
円
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
積
み
立
て
や
取
り
崩
し

を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は
約
１

億
６
千
万
円
と
７
年
連
続
で
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
財
政
健
全
化
の
指
標
は
い
ず

れ
も
基
準
を
下
回
り
、
健
全
な
財
政
運
営

で
す
。

　
　
一
般
会
計
の
基
金
が
大
き
く
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
の
基
金
に
つ
い
て
の
考
え

は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
令
和
５
年
度
末
の
一
般
会
計
基
金
残

高
は
27
億
６
千
万
円
で
す
。今
後
は
、過
去

に
財
政
悪
化
を
理
由
に
先
送
り
さ
れ
て
き

た
都
市
基
盤
整
備
な
ど
に
投
資
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
複
合
化
施
設
の
整
備
、
保

育
所
や
学
校
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
フ
ラ

を
含
む
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
も
着
実

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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令和５年度も町財政は好調ですか 町：７年連続の黒字で基金も増え好調です

町税収入も基金残高も増えています

年度 町税収入 基金残高
2019 28.6億円  9.7億円
2020 27.3億円 10.4億円
2021 31.1億円 19.1億円
2022 32.4億円 22.9億円
2023 32.8億円 27.6億円
※一般会計各年度の決算より

他の質問：自治会加入率が約49.5％にまで落ち込む
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
高
齢
者
の
み

な
ら
ず
、
会
社
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
の
方
が
移
動
手
段
に
困
っ
て
い
る
と
回

答
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
実
験
は
新
し

い
公
共
交
通
手
段
と
成
り
得
る
の
か
。

　
　
移
動
手
段
に
困
っ
て
い
る
要
因
の
全

て
を
今
回
実
施
す
る
実
証
実
験
の
方
法
に

よ
っ
て
解
決
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
が
長
い
の
で

１
回
し
か
回
ら
な
い
。
短
中
長
期
的
に
計

画
し
て
い
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
間

に
合
わ
な
い
か
ら
「
と
り
あ
え
ず
」
や
っ

て
み
る
と
聞
こ
え
る
。

　
　
議
論
を
重
ね
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
は
議
員
の
皆
さ
ん
に
報
告
さ
せ
て
頂
き

新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
取
り
組

む
。
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地域公共交通をもっと考えよう！ 町：今回の実証実験で解決する事は困難…

地域公共交通は誰のために？

町：町立も一定の評価を頂いている

　
　
町
立
よ
り
も
私
立
保
育
園
が
人
気
あ

る
理
由
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の

か
。

　
　
町
立
へ
の
ニ
ー
ズ
も
大
き
く
一
定
の

評
価
を
頂
い
て
い
る
。

　
　

ハ
ー
ド
面（
設
備
）と
ソ
フ
ト
面（
運

営
）の
面
か
ら
改
善
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
な
い
の
か
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
私
立
の
方
が

施
設
や
設
備
が
充
実
し
て
い
る
、
延
長
保

育
時
間
が
長
い
、
送
迎
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
、
更
に
民
間
で
は
保
護
者
会
活
動
が

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　
　
ハ
ー
ド
面（
設
備
）で
４
ー
５
年
前
か

ら
町
立
保
育
所
の
ト
イ
レ
の
悪
臭
対
策
の

要
望
が
あ
り
、
私
か
ら
何
度
も
要
望
を
出

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
や
っ
と
本
年
度

改
修
予
算
が
出
さ
れ
た
。
こ
ん
な
現
状
で

一
定
の
評
価
を
頂
い
て
居
る
と
い
え
る
の

か
。
や
る
べ
き
事
を
実
施
せ
ず
、貯
蓄（
基

金
）を
増
や
し
て
町
の
財
政
を
良
く
し
た

と
選
挙
で
公
言
す
る
の
は
納
税
者
を
欺
く

行
為
だ
。
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町立よりも私立保育園の方が人気

さくらの里保育園

町：ワークライフバランスと健康に留意する

他の質問：本町の観光事業について
　
　
過
去
５
年
間
の
本
町
職
員
の
中
途
退

職
者
数
は
30
人
お
ら
れ
、
退
職
率
で
は
近

隣
自
治
体
の
２
・
３
倍
と
多
い
状
況
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長
は
、
ど
の

様
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
こ
の
間
の
町
職
員
の
定
年
前
の
退
職

者
数
に
つ
い
て
は
、
特
段
に
多
い
と
認
識

は
し
て
い
な
い
。

　
　
全
国
的
に
見
て
も
地
方
自
治
体
を
中

途
退
職
す
る
公
務
員
の
増
加
に
、
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
と

り
わ
け
深
刻
な
の
が
若
い
世
代
の
中
途
退

職
で
あ
る
。
退
職
さ
れ
な
い
様
な
取
り
組

み
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
ま
ず
は
、
職
員
が
働
き
続
け
た
い
職

場
環
境
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
役
場

庁
舎
の
空
調
設
備
の
更
新
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
ト
イ
レ
の
様
式
化
を
実
施
。
ま
た
、

職
員
数
を
増
や
す
こ
と
や
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
っ
て
職
員
の
業
務
量
軽
減
や
組
織
の

疲
弊
感
を
改
善
す
る
。
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本町の職員について

全国自治体職員の中途退職者数推移

このページは、本会議の一般質問をもとに、議員が各自の責任により執筆しています。

　正式記録は、次の方法でご覧ください。（次回定例会の開会日頃からご覧いただけます。）
　　○冊子で閲覧（閲覧場所：�役場1階ロビー・役場3階情報公開窓口・役場4階議会図書室・�

中央公民館図書室・長寿苑）
　　○町ホームページから会議録検索システムで閲覧（こちらから→）

９月定例会では、９月９日、10日の２日間にわたり、10人の議員が町政に関して質問しました。

10
ここが 聞きたい！

人が町政を問う。

一 般 質 問

北村　吉史 議長

井
いの

上
うえ

 博
ひろ

明
あき
議員

徳
とく

本
もと

 修
しゅうじ

司議員井
いの

上
うえ

 治
はる

夫
お
議員

島
しま

 一
かず

嘉
よし
議員

小
お

畑
ばた

 孝
たか

信
のぶ
議員
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９
月
議
会
あ
ら
ま
し

次
の
ペ
ー
ジ
は

【
特
集
】こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

議
会
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

表
決
の
結
果（
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
）

一
般
質
問

【
特
集
】令
和
５
年
度
決
算
を
不
認
定

町：現在は住民からの具体的な要請は無い

他の質問：町の防災危機管理・大山崎小学校の施設整備
　
　
自
治
体
同
士
の
国
際
交
流
は
基
本
と

し
て
住
民
の
意
思
が
十
分
に
反
映
さ
れ
初

め
て
進
む
も
の
と
考
え
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
和
国
フ
ァ
ミ
ー
市
と
の
交
流
は
国
際
交

流
協
会
や
住
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
進

め
よ
う
と
し
た
内
容
な
の
か
。

　
　
住
民
か
ら
友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
の

具
体
的
な
要
請
は
無
い
。
私
は
本
町
の
子

ど
も
英
語
教
育
の
充
実
と
国
際
理
解
の
推

進
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
学
校
教
育
に
お
け
る
英
語
教
育
に
関

し
て
新
教
育
長
の
見
解
、
ま
た
教
育
委
員

会
と
し
て
の
考
え
は
。

　
　
教
育
の
世
界
で
英
語
が
小
学
校
の
教

科
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。
た
だ
英
語
を

学
習
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
り
、
悪

い
意
味
で
詰
め
込
み
教
育
時
代
へ
と
逆
戻

り
し
な
い
か
懸
念
す
る
。

　
　
国
際
交
流
協
会（
教
育
長
が
会
長
）の

活
動
目
的
は
何
か
。

　
　
当
初
既
に
繋
が
り
が
あ
っ
た
ス
イ
ス

モ
ル
ジ
ュ
市
と
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
通
じ
交

流
を
目
指
し
て
い
た
。
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国際交流は住民からの要請なのか

ICTを活用した英語教育を目指せ

　
　
①
町
内
の
公
園
を
取
り
巻
く
実
態
に

つ
い
て
。

　
　
①
全
部
で
59
箇
所
内
50
カ
所
業
者
委

託
。
そ
の
内
９
カ
所
の
公
園
に
つ
い
て

「
町
公
園
管
理
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
に
よ
り

雑
草
・
清
掃
等
の
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

町
が
維
持
管
理
を
す
る
公
園
の
除
草
に
つ

い
て
、
定
期
的
に
各
公
園
の
除
草
の
状

況
・
利
用
者
の
問
い
合
わ
せ
内
容
を
踏
ま

え
委
託
業
者
と
打
合
せ
を
順
次
実
施
。
し

か
し
諸
般
の
事
情
に
よ
り
作
業
が
追
い
付

か
ず
の
現
状
。
一
方
住
民
有
志
の
協
力
に

感
謝
し
て
い
る
。

　
　
②
地
下
水
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
つ
い
て
。

　
　

環
境
省
が
主
体
と
な
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
」「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」
に
係
る
専

門
会
議
で
の
進
捗
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て

「
国
」「
京
都
府
」
を
通
じ
て
情
報
等
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。
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町内の公園を取り巻く実態
地下水のPFASについて

公園の雑草

町：結果受けてハザードマップを見直す

他の質問：児童・生徒の学ぶ場の状況等について
　
　
８
月
８
日
に
気
象
庁
は
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
」を
発
表
し
た
。
そ
れ

を
受
け
て
本
町
の
対
応
を
問
う
。

　
　
住
民
に
対
し
町
の
Ｈ
Ｐ
や
防
災
メ
ー

ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
臨
時
情
報
の
発
表
を

周
知
し
、
災
害
時
に
使
用
す
る
資
機
材
の

動
作
確
認
や
備
蓄
食
料
の
在
庫
の
点
検
を

行
っ
た
。

　
　
有
馬
ー
高
槻
断
層
帯
の
被
害
想
定
の

見
直
し
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
町

作
成
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
町
の
防
災
計
画
に
は
有
馬
―
高
槻
断

層
帯
に
よ
る
地
震
被
害
想
定
の
内
容
も
記

載
し
て
い
る
。
被
害
想
定
が
見
直
さ
れ
た

場
合
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
併
せ
て
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
も
検
討
す
る
。

　
　
報
告
書
に
は
避
難
者
数
が
冬
の
18
時

が
一
番
避
難
者
数
多
く
な
る
予
測
が
出
て

い
る
。
夜
の
避
難
訓
練
も
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
実
施
自
治
体
な
ど
参
考
に
幅
広
く
検

討
す
る
。
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地震被害想定見直し後の対応は

食品ロスも災害対策に繋がります

他の質問：物価高対策として水道料金等の免除を求める
　
　
町
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
希
望
さ
れ

る
方
を
対
象
に
、
聴
力
検
査
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
年
齢
で
区
切
っ
た
聴
力
検
査
を
す
る

こ
と
だ
け
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、

早
い
段
階
か
ら
正
し
い
知
識
と
情
報
の
普

及
啓
発
を
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
方
が
早

期
に
適
切
な
医
療
に
つ
な
が
る
取
組
を
進

め
、同
時
に
、基
本
的
な
生
活
習
慣
病
の
予

防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
組
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
更
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
シ
ル
バ
ー
大
学
の
一
環
と
し
て
「
適

切
な
補
聴
器
の
選
び
方
」な
ど
の
講
座
を

設
け
て
は
い
か
が
か
。

　
　
必
要
な
方
が
正
し
く
継
続
し
て
補
聴

器
を
使
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
早

く
か
ら
正
し
い
知
識
と
情
報
の
普
及
啓
発

と
共
に
、
そ
の
体
制
構
築
が
大
切
と
考
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
大
学
で
の

講
座
と
し
て
設
け
る
こ
と
も
一
つ
の
案
と

し
て
検
討
す
る
。
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補聴器購入費の助成を行うべき 町：効果的な補助制度について検討する

全国に広がる補聴器購入費助成制度

辻
つじ

 真
ま

理
り

子
こ
議員

朝
あさ

子
こ

 直
なお

美
み
議員 西

にし
田
だ

 光
てる

宏
ひろ
議員他の質問：公共交通再構築事業、北陸新幹線延伸問題

　
　
男
女
共
同
参
画
計
画
の
推
進
に
む
け
、

講
演
会
な
ど
啓
発
予
算
の
増
額
や
、
住
民

参
加
の
男
女
共
同
参
画
計
画
懇
話
会
の
継

続
通
年
開
催
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
事
業
の
追
加
に
は
、
事
業
費
の
増
額

の
み
で
な
く
、
そ
れ
を
実
行
す
る
マ
ン
パ

ワ
ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
現
状
に
お
い
て

様
々
な
課
題
の
対
応
を
並
行
し
て
行
っ
て

い
る
所
管
課
の
対
応
力
も
踏
ま
え
て
、
持

続
可
能
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
学
校
を
含
め
た
公
共
施
設
に
性
の
多

様
性
に
対
応
す
る
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト

イ
レ
の
設
置
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

　
　
オ
ー
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ
レ
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

に
向
け
た
一
歩
で
あ
り
、
多
様
な
性
を
尊

重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
一
方
で
安
全
性
や
快
適
性
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

ジェンダー平等事業の予算増額を 町：予算増額に伴うマンパワーに課題が

多様な性を認めあう社会に！

開会 12/３（火） 10：00

一般質問　  12/10（火）・12/11（水） 10：00

議会改革特別委員会 12/５（木） 13：30
複合施設特別委員会   12/12（木） 10：00
総務産業常任委員会     12/12（木） 13：30
建設上下水道文教厚生常任委員会 12/13（金） 13：30
予算決算常任委員会　  12/16（月） 10：00
広報常任委員会　　 12/18（水） 13：30

閉会　　　　　　　　　  12/20（金） 10：00

日程詳細

−請願・陳情の提出期限−
定例会開会日の２週間前

上記の日程詳細からご確認ください。

提出の方法

令和６年第４回定例会日程
12月
議会日程

波
は

多
た

野
の

 庇
ひ さ ご

砂議員堀
ほり

内
うち

 古
こ

比
ひ

呂
ろ
議員



【
特
集
】令
和
５
年
度
決
算
を
不
認
定

９
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

議
会
構
成
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

議
案

番
号

議
案

名
議

決
結

果

議
長

日
本

共
産

党
議

員
団

大
山

崎
ク

ラ
ブ

安
心

公
明

党
是

々
非

々
の

会
保

守・
本

流・
の

ぞ
み

れ
ん

ご
う

大
山

崎

北
村

 吉
史

朝
子

 直
美

辻
 真

理
子

井
上

 治
夫

堀
内

 古
比

呂
山

中
 一

成
西

田
 光

宏
島

 一
嘉

小
畑

 孝
信

井
上

 博
明

波
多

野
 庇

砂
徳

本
 修

司

第
49

号
議

案

令
和

６
年

度
大

山
崎

町
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

４
号

）
※

 可
決

し
た

修
正

案
の

部
分

を
除

く
原

案
の

賛
否

修
正

可
決

※ 議 長 は 、 議 員 と し て 表 決 に 加 わ り ま せ ん 。 　 

（ 可 否 が 同 数 の 場 合 は 、 議 長 が 裁 決 し ま す 。 ）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○

議
員

提
出

議
案

 
第

５
号

第
49

号
議

案
　

令
和

６
年

度
大

山
崎

町
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

４
号

）に
対

す
る

修
正

動
議

※
議

員
が

提
出

し
た

修
正

案
可

決
×

×
 

原
案

○
 

討
論

×
 

討
論

×
○

 
原

案
×

 
討

論

○
 

原
案

×
 

討
論

○
 

原
案

×
 

討
論

○
 

討
論

○
×

 
原

案
×

 
討

論

○
 

原
案

×
 

討
論

決
議

案
第

２
号

第
49

号
議

案
　

令
和

６
年

度
大

山
崎

町
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

４
号

）に
対

す
る

付
帯

決
議

に
つ

い
て

原
案

可
決

○
 

討
論

○
○

○
○

○
 

討
論

○
○

○
×

○

第
54

号
議

案
令

和
５

年
度

大
山

崎
町

一
般

会
計

歳
入

歳
出

決
算

認
定

に
つ

い
て

不
認 定

○
 

討
論

○
○

○
×

×
 

討
論

×
×

×
 

討
論

×
 

討
論

×

第
60

号
議

案
令

和
５

年
度

大
山

崎
町

下
植

野
区

財
産

管
理

特
別

会
計

歳
入

歳
出

決
算

認
定

に
つ

い
て

認
定

○
○

○
○

○
○

○
○

×
 

討
論

×
○

陳
情

第
５

号

「
議

会
と

町
民

の
懇

談
会

」の
早

期
実

施
を

求
め

る
陳

情
書

〔
令

和
６

年
第

２
回

定
例

会
か

ら
の

継
続

審
査

〕
不

採
択

○
 

討
論

○
○

○
×

×
留

保
 

討
論

×
×

×
×

意
見

書
案

第
４

号
ケ

ア
労

働
者

の
持

続
的

な
賃

上
げ

と
人

員
確

保
の

保
障

を
求

め
る

意
見

書
案

原
案

可
決

○
○

○
○

×
×

○
×

○
×

○

※
留

保
は

、
賛

成
・

反
対

を
表

明
せ

ず
、

議
場

か
ら

退
席（

採
決

に
加

わ
っ

て
い

ま
せ

ん
。）

令
和

６
年

第
３

回
定

例
会

　
表

決
の

結
果（

賛
否

が
分

か
れ

た
案

件
）

※
○

は
賛

成
　

×
は

反
対

　
を

表
し

て
い

ま
す

。※
討

論
は

、賛
成

も
し

く
は

反
対

の
意

見
を

述
べ

た
場

合
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

●
表
決

　
議

員
が

各
自

の
賛

成
、

反
対

の
意

思
表

示
を

す
る

こ
と

。
●
討
論

　
会

議（
本

会
議

）で
の

表
決

の
前

に
、

議
題

と
な

っ
て

い
る

案
件

に
対

し
て

、
賛

成
か

反
対

か
の

自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

こ
と

。
　

な
お

、自
分

の
意

見
を

表
明

す
る

だ
け

で
は

な
く

、意
見

の
異

な
る

議
員

を
自

分
の

意
見

に
賛

同
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
目

的
が

あ
り

ま
す

。

【
発
行

】大
山

崎
町

議
会

 
【
編
集

】広
報

常
任

委
員

会
　

朝
子

直
美

委
員

長
／

西
田

光
宏

副
委

員
長

／
堀

内
古

比
呂

／
小

畑
孝

信
／

島
一

嘉
／

井
上

博
明

次
回

は
３

月
１

日
に

お
届

け
し

ま
す

〒
61

8-
85

01
 京

都
府

乙
訓

郡
大

山
崎

町
字

円
明

寺
小

字
夏

目
３

番
地

Te
l　

07
5-

95
6-

21
01

　
Fa

x　
07

5-
95

3-
60

20

討
論

の
内

容
は

、
会

議
録

で
ご

覧
く

だ
さ

い
。（

次
回

定
例

会
の

開
会

日
頃

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。）
　

○
冊

子
で

閲
覧（

閲
覧

場
所

：
役

場
１

階
ロ

ビ
ー

・
役

場
３

階
情

報
公

開
窓

口
・

役
場

４
階

議
会

図
書

室
・

中
央

公
民

館
図

書
室

・
長

寿
苑

）

　
○

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
会

議
録

検
索

シ
ス

テ
ム

で
閲

覧（
こ

ち
ら

か
ら

→
）

　
＊

Yo
uT

ub
eに

よ
る

動
画（

録
画

）で
も

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。（
正

式
記

録
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。）


